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3次元点群データおよび心理分析を用いた
定量指標による景観把握に関する研究

舘川龍希*・國井洋一** †

（令和 5年 8月 21 日受付/令和 5年 12 月 1 日受理）

要約：庭園や公園などの景観空間は，さまざまな景観構成要素によって構成され，多様な景観を作り出して
いる。一方，景観を客観的に評価することが可能となれば，景観空間の管理・創造において，より良い空間
づくりに活用することができる。近年，都市部や自然地域において，点群データが取得されるようになって
きた。本研究では，点群データを用いた定量的な景観指標の適用可能性と，景観構成要素と人間との心理的
な関係性を把握することを目的とし，定量的な指標の適用可能性を検証した。また，定量的指標の適用可能
性に加え，空間内の環境および人間の心理状態は大きく変化する。そこで，景観構成要素の変化との関係に
着目し，点群データを景観構成要素ごとに分類すると共に占有率を算出し，心理的側面との関係を算出して
検証を行った。
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1．　は じ め に
　庭園，公園等の造園空間は様々な景観構成要素によって
構成されており，多様な景観を生み出している。一般的に
それらの空間における景観の善し悪しは，来訪者の主観に
よって判断されることが多い。そこで，景観を客観的に評
価することができれば，造園空間の管理や造成においてよ
り良い空間の計画に有用であるといった利点が挙げられる。
　景観評価に関する既往研究としては，既存の評価構造か
ら，主観的評価のデータを得て，新しい評価構造を探るた
めの方法である Semantic Differential 法1） を用いた景観評
価実験2） の事例が見られる。その一方で，景観を定量的に
把握する手段として，地域の景観パターンを指数により定
量化した研究3），カメラにより撮影された景観写真に対し
て画像処理を行い，複雑さを算出するフラクタル解析を用
いた事例4-6） が見られる。フラクタル解析によって算出さ
れる指標は景観の複雑さであるが，この指標のみで景観の
総合的な特徴を捉えることは難しいと考えられる。
　本来の景観は奥行きを含めた 3次元空間であり，2次元
平面に置き換えられた分析では景観把握において限界があ
ると考えられる。そこで，景観の総合的な特徴を捉えた指
標として，視覚的側面や環境的側面などを考慮し，各構成
要素が存在する奥行きなどの情報から景観を総合的にス
コアリングする評価モデルである Visual and Ecological 
Environmental Quality Model7） （以下 VQM）を用いた事
例が見られる。J.J. ギブソンは，3次元の奥行知覚におい
ては，視点の移動が本質的に重要な役割を果たしていると

した8）。すなわち，空間内を動くことによって変化する網
膜像の変化の様子はでたらめではなく，環境のあり方と一
定の関係が保たれていることを不変項と定義し，これを抽
出することによって 3次元空間が知覚されると考えられて
いる。このことから，景観を 3次元的に捉えて分析を行う
ことにより，土地空間としての広がりを把握することや，
視点を自由に設定することが可能となり，より精度の高い
景観の把握が可能であると考えられる。
　上記の各既往研究では，いずれもカメラで撮影された写
真によって景観分析が行われているが，3次元による景観
把握のための手段として，近年は，都市空間や自然地域に
おいて点群データが取得されるようになった9）。造園空間
においても，景観シミュレーションや現況平面図作成等に
対する点群データの利用が増えてきている10）。しかし，景
観定量評価指標を点群データに適用させた事例や点群デー
タを用いた景観分析と心理的側面の関連性に関する研究
は，ほとんど見られない。点群データを用いるメリットと
して，対象空間に対するデータを取得することにより，取
得された空間が，高密度な 3次元座標を持った点の集合体
によって表現されるため，対象空間において，点群の存在
する空間内において視点から対象までの距離を算出し，正
確な奥行きを算出できる点や任意の視点を常時再現できる
点が挙げられる。
　そこで本研究においては，点群データを用いた景観定量
指標の適用性と景観の景観構成要素と人間の心理的関連性
の把握を目的としており，対象空間において地上レーザス
キャナ（以下レーザスキャナ）によって取得された点群
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データを利用し，景観の特徴を定量化する指標として，一
般的な定量指標であるフラクタル解析に対する適用性や，
景観を総合的に捉える指標である各構成要素が存在する奥
行きなどの情報から景観をスコアリングする評価モデルで
あるVQMに対する適用性の検証を行った。景観定量評価
指標の適用性に関しては，従来のカメラによる景観把握と
点群データによる景観把握の関連性の検証を行った。
　また，定量指標の適用性だけでなく，空間における環境
と人間の心理状況は大きく変化することから対象空間にお
いて任意に設定したルートにおいて変化する。そこで，景
観構成要素の変化との関連性にも着目し，点群データの段
階で景観構成要素別に分類を行い，各景観構成要素の占有
率を算出し心理的な面との関係性を算出し，検証を行った。

2．　調 査 概 要
　本研究における対象地は，東京農業大学世田谷キャンパ
ス内にあるメタセコイア広場とする。メタセコイア広場は
キャンパスの出入り口に対する動線上に位置しており，人
の往来が多く，多彩な植栽やベンチ等の設置が施されてい
る。そのため，自然的要素と人工的要素の両方が配置され
ており，多種類の景観構成要素が視認できる空間である。
対象地における計測は，2021年5月28日の 10 : 30～11 : 15
に行い天候は晴れであった。動画像の取得に際しては対象
地の景観をくまなく把握できるルートを設定し，そのルー
トを歩行しながら，進行方向に対する動画像撮影を行っ
た。撮影機材には，iPhone8 のカメラを用い，カメラ位置
を視点の高さになるように設定した。撮影時の進行速度
は，1秒当たり 1 mとし，カメラの上下動が極力起きない
ように留意した。点群データの取得においては，RIEGL
社製のレーザスキャナ VZ-400i を用いた。このレーザス
キャナは最大 500,000 点/秒の高速データ収集が可能であ
り，その際には，空間全体を網羅できるように器械点を決
定し，計 14 点での計測を行った。図 1は対象地詳細図で
あり，動画像取得のルート，点群データ取得時の器械点を
示している。

3．　データ処理
　本研究においては撮影した動画像からフレーム画像を抽
出し，1秒に 1枚ずつ，計 96 枚の 960×540 のピクセルの
画像を出力した。一方，レーザスキャナで取得した点群
データにおいても，上記 96 枚のフレーム画像と合致する
視点および画角となるよう抽出した。すなわち，点群デー
タから得られる各画像の画角が，動画像からのフレーム画
像と等しくなるよう手動で調整し，960×540のピクセルの
レンダリング画像として 96 枚出力した。なお，レンダリ
ングによる出力には点群処理ソフトである RiSCAN PRO
を用いた。これによりレンダリング画像に対して以下に述
べる解析およびVQMをそれぞれ適用させた。

⑴　フラクタル解析による処理
　フラクタル解析は，フラクタル次元という画像全体の複
雑さを定量的に表す数値を求める処理である11）。本研究に
おけるフラクタル解析にはグレースケール法を用いた。グ
レースケール法ではグレースケール化した画像を利用し，
画像全体に対するフラクタル次元を得ることができる。グ
レースケール法で得られるフラクタル次元は 1～3 の実数
で表され，数値が高いほど複雑であるということを示して
いる。

図 1　動画像取得のルートとレーザスキャナの器械点

図 2　VQMの例
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⑵　VQM
　VQMは Burley（1997）によって提案されたアルゴリズ
ムであり，景観画像に写しこまれている構成要素を分類
し，各構成要素が存在する領域や奥行きなどの情報から，
景観をスコアリングすることが可能である。VQMには変
数として樹木，植生，水系，人間，舗装，建造物，車両な
ど，計 19 種の景観構成要素が含まれている7）。
　はじめに，景観画像に対する処理としては，画像全体を
一定のサイズの正方グリッドにより分割を行う。既往研究
においては，フィルム写真のアスペクト比に合わせるため
に横38グリッド，縦30グリッドで分割を行っている12）。こ
こでは 4：3のアスペクト比を想定し，横 40 グリッド，縦
30 グリッドの計 1,200 グリッドに分割を行うこととした。
　VQMにて景観をスコアリングする際は，対象とする景
観画像に写っている樹木，植生，舗装，建造物，車両など
の景観構成要素を抽出し，抽出されたグリッドの数や辺長
から変数を求める。その際，植生に関する各変数は，
Immediate, Intermediate, Distant といった奥行きに関す
る情報が必要とされる。すなわち，VQMによる景観把握
においては，景観構成要素だけではなく視点から構成要素
までの距離を把握する必要がある。本研究の景観構成要素
や奥行きの抽出おいては，1グリッドあたりの動画像の解
像度としては 18×18 ピクセルとしており，1グリッド内の
総ピクセルの中で一番多い構成要素の抽出を行い，VQM
に反映させた。さらに VQMにおいては Environmental 
Quality Index（以下 EQI）という環境評価指標を合わせて
算出する。EQI は，対象とする景観の環境に対する貢献
度を示す指標であり，生物多様性の促進，日陰を生む，土
壌資源を育成する等の環境評価に関する 20 項目の評価に
より求められる。EQI の各項目は＋1，0，－1の 3 段階で
の評価となり，その総和によって求められるため，数値の
範囲としては＋20～－20 の範囲の整数値となる。以上に
よって得られた変数及びEQIの結果に対し，既往研究の統
計分析で得られた係数をそれぞれ乗じて総和を算出するこ
とで，VQMスコア（以下スコア）を求めることができる。
求められるスコアは概ね 0～250 の実数であり，スコアが
低いほど景観としての評価が高いことを表している13）。図
2 は VQMの算出例，図 3（a）は VQMにおける景観構成
要素，図 3（b）は EQI 指標をそれぞれ示している。
　VQMは，従来手法においては，景観画像から近景，中
景，遠景を景観画像の判読により主観的に判定して，点数
化する手法であるが，点群データは前述の通りそれらの分
類が正確な距離の算出によって奥行きの判読が可能である
ため，VQMと点群データの適合性は高いと推測した。ま
た，VQMを用いた景観把握に関する点群データの有用性
を検証するために，動画像データを取得し，取得されたデー
タに対し比較および検証を行った。
　本研究では，BURLEY（1997）7） （以下「既往研究」と記
す）によって取得された変数及び係数を用い，VQMを応
用した。また，VQMにおける点群データの有用性を検証
し，既往研究手法と点群データを既往研究手法に適用させ
たもの，そして奥行きを閾値によって区分したものを比較

するため取得した各データに対するVQMによる処理とし
て，Case A, B, Cの 3 パターンを実施した。以下，3パター
ンの詳細を示す。Case A は画像を用いた一般的なVQM
手法であり，撮影されたフレーム画像に対して処理を実施
した際の成果として求めた。Case B は，レーザスキャナ
による点群データを用いた手法であり，点群データから出
力されたレンダリング画像よりVQMを求めた。Case C
は Case B と同様に点群データを用いた手法であるが，近
景，中景，遠景の景観構成の分類を量的に実施してVQM
を求めた。すなわち，Case A および Bは景観構成を主観
的に分類して求めたが，Case C については以下に示す手
法により，近景，中景，遠景に対する閾値設定を実施した。

図 3　VQMにおける指標
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既往研究において，画像内における奥行き情報の把握につ
いては，画像より目視によって感覚的に構成要素を分類し
ている点が課題であった。そこで，本研究における奥行き
の把握においては RiSCAN PROの計測機能を用いて点群
データの座標値から各景観構成要素までの距離を定量的に
求めることとした。図 4（a）は視点から対象構成要素まで
の奥行きを算出しており，すべての構成要素の距離を測定
し奥行き判定の際に用いた。例として，視点から植栽まで
の距離（14.259 m）を示している。図 4（b）は画角内にお
ける視点から全ての点までの距離を色の濃淡によって表さ
れており，色が濃くなるにつれて遠距離であることを示し
ている。以下に本研究のレーザ測量による奥行きを，VQM
に適用する際の根拠について述べる。
　本研究では，近景，中景，遠景の定量的分類に関して，
Dreyfuss（1959）を参照し，直立姿勢の人間の視線は，一
般的に 10° 下がる理論にもとづいて閾値設定を行った14）。
それにより視線高を1.6 mに設定し，視線を10° 下げた際の
地盤面である 9 mまでを近景構成要素，5° 下げた際の 9～
18 mを中景構成要素，18 m以上を遠景構成要素として設定

し，VQMにおける閾値設定に適用させた。図 5に本研究
における閾値設定を示した。本研究におけるVQMによる
景観構成要素の分類は，奥行きが必要でない景観構成要素
は既往研究と同様に行い，奥行きの把握が必要な距離算出
についてはレーザスキャナから得られた景観構成要素まで
の正確な距離を用いて閾値に従い奥行きの反映をさせた。

⑶　 各景観構成要素における可視量の推移と心理との関
係性

　造園学における一般論として，景観構成要素の分析は撮
影された写真に対して 1枚毎に分類分けを行っていたが，
点群データを利用するメリットとして，一度データ取得が
完了すれば，対象空間が高密度な 3次元座標によって表現
されるために，対象空間における任意の視点を再現でき
る。つまり，景観構成要素を点群データの処理段階で分類
することによって，動画像の視点だけではなく，それ以外
の様々な視点においても点群データによって取得された空
間内であれば，構成要素が分類された状態で表示される事
が可能となり，今後の景観構成要素の把握において効率化
が期待される事が考えられる。この利点を利用し，点群
データの段階において環境を構成する数種の基本的構成要
素よって分類し，動画取得時の画角に合わせレンダリング
を行った。具体的には，空，建築物，舗装面，樹木（中高
木），低木・グラウンドカバー，ベンチなどの設備をユー
ティリティとし，それぞれが占めている割合を算出し各景
観構成要素の占有率の推移を示した。そして被験者を対象
としたアンケートを実施し，心理的側面との関連性を検証
した。点群データを用いた構成要素分類には点群処理ソフ
トであるCloudcompare（64 bit, v2.11.0）を用い，構成要素
の分類を行った。データ出力時は，LIDAR Data Exchange 
Format である。las 形式で出力した。図 6は空，建造物，
舗装面，樹木（中高木），低木・グラウンドカバー，ベン
チなどの設備をユーティリティとし，点群データの段階で
分類を行ったものである。各点群数については，全ての点
群データ 38,675,893 点のうち，建造物が 10,420,446 点，舗
装が 2,884,835 点，樹木が 22,248,307 点，低木・グラウン
ドカバーが 2,899,145 点，ユーティリティが 223,160 点で
あった。そして，景観構成要素を分類した点群データを歩
行者の空間に近い環境での検証行うために出力したデータ
を，Twinmotion（2022.1.2）に読み込み，96 枚の画像を
レンダリングした。なおレンダリング出力時は，動画像の
画角と合致するように調整した。図 7 は図 6 にて示した
Cloudcompare にて動画像の画角に景観構成要素を点群
データの段階で分類してTwinmotion にて動画像の画角に
調節し，レンダリングした画像例である。なお，各対象物
の分類については，建築物と舗装面は自動で実施した。一
方，樹木と低木・グラウンドカバーについては分類精度が
低いため，手動にて調整した。
　次に，被験者 100 名（東京農業大学地域環境科学部造園
科学科 2・3・4年生）を対象に，設問に表示されている動
画像から得られた 96 枚の画像に対してその対象画像の景
観の良し悪しを 1「大変悪い」～10 点「大変良い」の中で

図 4　近景，中景，遠景の定量分類

図 5　近景・中景・遠景の閾値設定
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何点であるかを 96 枚連続で選択させた。その結果の点数
の平均を算出し，景観構成要素との関連性を求めた。また，
一般的に使用される定量指標であるフラクタル解析や，景
観を総合的に捉える指標である各構成要素が存在する奥行
きなどの情報から景観をスコアリングする評価モデルであ
るVQMにおいて，主観的側面と客観的側面がどのような
関連性があるのかを検証するために相関分析を行った。

4．　検 証 結 果

⑴　フラクタル解析検証結果
　フラクタル解析によって得られた結果により，動画像
データと点群データの景観の複雑性について検証した。図
8に両データにおけるフラクタル解析による結果を示す。
　フラクタル次元の範囲は，動画像データが 2.319～2.500，
点群データが 2.390～2.541 であった。両者の最大値および
最小値はいずれも小差であったが，標準偏差においては動
画像データが±0.049，点群データが±0.032 であり，動画
像データの方がフラクタル次元の分散が大きいことが確認
された。また，26～31 枚付近，57～81 枚の部分において
動画像のフラクタル次元が減少していているが，点群デー
タにおいてはフラクタル次元が増加傾向となる変化が見ら
れた。変化している部分に着目すると，26～31 枚付近の
画像内においては，白い構造壁によって構成されていた。
また，57～81 枚に関しても，舗装面や建造物によって構
成される部分が多く，人工構造物が多いほど動画像と点群
のフラクタル次元が変化していた。この要因として，動画
像は天候による影が撮影されていることに対し，点群デー
タは天候の影響を受けずに取得することが可能であるため
である。
　次に動画像データと点群データのフラクタル次元同士の
相関係数を求め，両データにおいて無相関検定を実施した。
両データのフラクタル次元の相関係数は 0.258 であり，係
数に着目すると，項目数 96 に対して 1％有意だった。し

図 6　点群データを用いた景観構成要素分類

図 7　点群データよりレンダリングされた画像例（画像No. 41）
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かしながら，この数値は有意水準を満たしているものの，
舗装面や建造物によって構成される部分が多い際に両デー
タにおけるフラクタル次元に差異が見られる。具体的にフ
ラクタル解析の結果と景観構成要素の推移に関する関連性
に着目し相関係数に着目すると，例えば建造物において，
動画像の場合は－0.729 となり，画像内における建造物の
割合が増加するとフラクタル次元が減少する傾向がみられ
るが，点群データの場合は 0.114 となり，相関がないこと
確認され，建造物の割合によってフラクタル次元が変化し
ないことが確認される。そのため，舗装面や建造物によっ
て構成される部分が多い場合は，点群データによるフラク
タル解析は景観の再現性が低い可能性があることが考えら
れる。図 9は動画像と点群のフラクタル次元に差が生じた
箇所の例を示した。両者のフラクタル次元については，点
群データが 2.441，動画像が 2.325 である。本例のような箇
所では，木陰の有無によりフラクタル次元に差異が生じて
いるが，動画像と点群データよりレンダリングした各 96
枚において相関がみられたため，影響が少ないことが確認
された。

⑵　VQMによる検証結果
　つぎにVQMによって得られた結果より，景観評価にお
ける点群データの有用性について検証を行った。図 10 は
VQMのスコアの統計量である。
　Case AとCase B の 2 つの手法においてはスコアに大き
な差異が見られなかったが，Case Cでは，1～6枚目，51～
55 枚目，88～93 枚目においてスコアが低くなっているこ
とが確認された。それらの傾向としては，近景構成要素の
分類が多く見られる際にスコアの差が大きいことが確認さ
れた。近景構成要素における変数は他要素との関係性が強
く，スコアに影響することが要因であると考えられる。図
11 にスコアの差が大きかった箇所の画像例を示す。同図
には，各図における代表的な構成要素（V1～4, 7, 8）を示
している。画像例より，近景構成要素が多いことによって
スコアが低くなることが確認された。また，平均値に着目

すると Case A が最もスコアが高く，Case C の平均値が
最も数値が小さいことが確認された。また，近景構成要素
の推移とVQMの統計量を比較すると近景構成要素が 100
以上ある場合にスコアの減少が見られた。すなわち，近景
構成要素が多い箇所における従来の目視判読によるVQM
では，スコアが想定値より高い値が算出された。具体的に
は，視点から各景観構成要素まで距離が主観的に算出され
ており，景観評価の精度が低かったことが考えられる。次
に，各データの相関について検証した。表 1は VQMによ
るスコアに対する相関行列であり，さらに 3種のデータに
おいて無相関検定を実施した。各データの相関係数を示し
ている相関行列に着目すると，いずれにおいても強い相関
であることが確認された。また，各データの相関は項目数
96 に対して 1%有意だった。このことから点群データに
対するVQMの適用性は，視点から各景観構成要素を正確
に算出し，点群データに適用したことによって，カメラで
撮影された景観画像に対して適用させるモデルであるが，
点群データに対しても有用であることが確認された。表 2
にそれぞれの統計量を示す。

⑶　 各景観構成要素における可視量の推移と心理的な関
係性の検証結果

　はじめに，図 12 は，各景観構成要素における可視量の
推移を示している。同図における景観構成要素の推移は，
20～30 枚付近や 60～70 枚付近において，レンダリング画

図 8　動画像および点群データに対するフラクタル次元

図 9　構造物によるフラクタル次元の変化（例：画像No. 26）
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像内の建築物や舗装面の容量の増加が見られ，一方で，樹
木や低木の容量が減少している箇所があることが分かる。
そして景観構成要素分類による占有率の推移とアンケート
によって得られた景観の善し悪しに関する点数の関係性に
着目し，無相関検定を実施した結果，すべての要素におい
て項目数 96 に対して 1％有意であり，相関がある結果と
なり，景観構成要素の占有率が変化により，アンケートに
よって得られた景観の善し悪しに関する評価も変化するこ
とが明らかとなった。ここで着目すべき点として，建築物
と舗装に関しては負の相関となり，それ以外は正の相関と
なった。すなわち，建築物と舗装の構成要素が増えるほど，

点数は下がる傾向となり，樹木や低木，ユーティリティが
増えると点数が上がることが明らかとなった。図 13 は景
観構成要素分類による占有率の推移とアンケートによって
得られた景観の善し悪しに関する点数との相関の中でも負
の相関を示す建造物と正の相関を示す樹木を示している。
表 3は景観構成要素分類とアンケートによって得られた景
観の善し悪しに関する点数の相関を示している。
　次にフラクタル解析と景観構成要素分類による占有率の
推移とアンケートによって得られた景観の善し悪しに関す

図 10　VQMの統計量

図 11　近景構成要素によるスコアの差（例：フレーム 1）

表 1　VQMの相関行列 表 2　VQMの統計量
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図 12　各景観構成要素分類における可視量の推移

図 13　景観構成要素アンケートの相関（建造物と樹木）
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る点数の関連性について検証した。検証より，フラクタル
次元の検証結果における各景観構成要素に対する相関分析
の結果と同様に，フラクタル次元すなわち舗装面や建造物
によって構成される部分が多く，人工構造物が多いほど動
画像と点群のフラクタル次元が変化するということが確認
された。また同時に樹木や低木，グラウンドカバーが少な
い箇所について大きく差が開くことも確認された。また，
フラクタル次元とアンケートによって得られた景観の善し
悪しに関する点数において無相関検定を行った結果，動画
像の場合では，0.71 となり，項目数 96 に対して 1％有意で
あり，相関があるといえるが，点群データの場合は，－0.073
となり，相関がないことが確認され，従来の動画像に対す
るフラクタル解析によって得られる複雑性と心理的関係性
については関連性が示されたが，点群データにおいては関
連性がないことが確認された。以上の結果から，レーザス
キャナによるフラクタル解析の適用性が低い可能性がある
ことが考えられる。
　VQMにおいては，スコアとアンケートによって得られ
た景観の善し悪しに関する点数との無相関検定の結果とし
て，Case Aは0.103，Case Bは，0.098，Case Cは，－0.075
となり，相関は見られなかったが，スコアと各景観構成要
素分類の関連性に関して無相関検定を行った結果，Case 
C のみに相関が見られた。このことからVQMにおいて既
往研究手法を適用したCase A や既往研究手法を点群デー
タに適用したCase B は正確に距離を算出し反映したCase 
C に比べ，人間の心理との関係性が弱く，想定値より高い
値が算出されていたものと考えられ，景観評価の精度が低
かったことが考えられる。表 4は VQMと各景観構成要素
分類の相関を示している。VQMにおける検証においては，
近景構成要素の抽出量によってスコアの変化が見られた
が，点群データの段階で分類された景観構成要素の中で表
4におけるユーティリティの項目における相関係数に着目
するCase A～Case C において相関がみられ，ユーティリ
ティの有無によってスコアに大きく影響が出ていることが
分かる。ユーティリティの構成要素としては，ベンチや，
電灯などが挙げられる，対象地には，景観に配慮された木
造の照明や，意匠性のあるベンチなどがあり，一概にそれ
らが景観に対して影響を与えているとは考えられないため，
ユーティリティの定義に関して今後検討が必要である。

5．　考察およびまとめ
　本研究では，点群データを用いた景観定量指標の適用性
と景観の景観構成要素と人間の心理的関連性の把握を目的
とし，景観の特徴を定量化する指標として，フラクタル解
析とVQMに対する適用性の検証を行った。また，定量指
標の適用性だけでなく，空間における環境と人間の心理状
況は大きく変化することから対象空間において，景観構成
要素の変化との関連性にも着目し，点群データの段階で景
観構成要素別に分類を行い，各景観構成要素の占有率を算
出し心理的な面との検証を行った。その結果，点群データ
を用いた景観把握における従来の景観定量評価指標の適用
性に関する分析と点群データの利点を活かした景観構成要
素尾の把握と心理的関係性や従来の景観定量評価指標に関
する分析が達成された。
　フラクタル解析では既往研究手法との相関がみられた
が，各景観構成要素の占有度によって差が出ることが確認
された。また，VQMにおいては公平な指標として点群デー
タによる距離把握を十分に利用することが可能であること
が示された。さらに，被験者に対して行ったアンケートと
の関連性を検証したところ，Case Cがより，人間の感性に
近い結果となることが確認された。今後，任意の視点かつ
奥行きも常に求められる状態でのスコアを参照すことが可
能であると考えられる。景観構成要素の推移と心理的な関
係性の検証においては，建築物や舗装面の占有率が多くな
ればなるほど，点数が下がる結果となり，反対に樹木や低
木が増加することによって点数の上昇が認められた。
　一方で，景観定量評価指標の適用性や心理的な関係性な
どは検証されたが，点群データを用いた景観分析の手法は
確立されていない。今後点群データ利用のメリットである
対象空間における任意の視点を常時再現できる点や視点か
ら対象までの距離を算出できる点を活かした総合的な景観
定量指標の作成が求められる。そして異なる造園空間での
検証や，閾値設定に関して異なるサンプルでの検証が必要
である。
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titative  landscape  indices using point cloud data and the psychological relationship between  landscape 
components and humans.  The applicability of the quantitative indexes was also verified.  In addition to the 
applicability of the quantitative  index,  the environment, and human psychological conditions  in a space 
change significantly.  Therefore, we paid attention to the relationship with the change of landscape com-
ponents, categorized  the point cloud data by  landscape components,  calculated  the occupancy rate of 
each landscape component, and calculated the relationship with the psychological aspect for verification.

Key words：Terrestrial Laser Scanner, Point Cloud data, Landscape  evaluation, VQM, Landscape 
Components Classification

*

**
†

Nippon Koei Co., Ltd.  (M.S.  in Landscape Architecture Science, Graduate School of Regional Environmental Science, Tokyo 
University of Agriculture)
Department of Landscape Architecture Science, Faculty of Regional Environment Science, Tokyo University of Agriculture
Corresponding author (E-mail : y3kunii@nodai.ac.jp)


